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施
政
方
針
（
後
編
）

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
保
健 

施
策
23
：
早
世
や
若
年
期
か
ら
の
要
介
護
状
態
か
ら

の
改
善
、
子
供
の
疾
病
を
予
防
・
早
期
発
見
に
努
め
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
健
康
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
特
定
健
診
な
ど
で
自
分
自

身
の
身
体
状
況
を
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
や

疾
病
の
重
症
化
予
防
が
図
れ
る
よ
う
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

・
う
つ
病
（
状
態
）の
予
防
・
早
期
発
見
に
よ
り
、
自

か
ら
命
を
絶
つ
人
が
い
な
く
な
る
よ
う
に
意
識
啓

発
や
相
談
体
制
の
充
実
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

・
乳
幼
児
健
診
や
医
療
機
関
・
保
育
園
・
学
校
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、む
し
歯
予
防
な
ど
の
歯
科
口

腔
保
健
の
充
実
を
図
り
、
予
防
接
種
事
業
に
よ
り

感
染
症
を
予
防
し
、
子
ど
も
の
健
康
維
持
に
努
め

ま
す
。

施
策
24
：
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
サ
ー
ビ
ス

拡
充
と
保
険
者
機
能
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。 

・
積
極
的
に
被
保
険
者
の
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
初
回
面
接
を
確
実
に
行
い
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導

実
施
率
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、関
係
者
と
連
携
・

協
力
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
25
：
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
ほ
ー
ら

い
館
を
拠
点
に
健
康
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

育
成
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、地
域
サ
ロ
ン
と
も
連

携
し
て
全
世
代
が
健
康
増
進
に
取
り
組
み
、
食
生

活
の
改
善
や
日
常
生
活
で
運
動
や
活
動
量
を
増
や

し
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
を

強
化
し
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
、
生
涯
活

躍
の
町
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
を

図
り
ま
す
。

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
介
護

施
策
26
：
介
護
保
険
の
充
実
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

・
地
方
創
生
事
業
の
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業
も
活

用
し
、
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
介
護
の
必
要
な
状

態
に
な
ら
ず
、
健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
で
、
地
域
で

役
割
を
担
い
な
が
ら
、
社
会
参
加
、
交
流
活
動
等

で
楽
し
み
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
の
支

援
を
図
り
ま
す
。

・
高
齢
者
の
自
立
支
援
、
要
介
護
状
態
の
重
度
化

防
止
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と

に
配
慮
し
、サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

施
策
27
：
介
護
保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
と
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。 

・
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
第
7
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
推
進
し
、
介
護

保
険
の
し
く
み
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
流
れ
を
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
分
か
り

易
く
情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
福
祉

施
策
28
：
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
島
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
精
神
障
が
い
者
、
発
達
障
が
い
者
に
対
す
る
就
職

支
援
や
自
立
支
援
体
制
を
平
成
29
年
度
に
策
定
し

た
障
害
者
計
画
・
第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
及
び

第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
障
が
い
福
祉
の
啓
発
活
動

に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
難
病
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
７
月
か
ら
医

療
費
助
成
対
象
と
な
る
疾
患
が
３
０
６
疾
患
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た
な
救
済
が
期
待
さ
れ
る

一
方
、
軽
度
の
患
者
を
中
心
に
自
己
負
担
の
増
加

が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
軽
度
、
中
度
の
難

聴
児
の
補
聴
器
助
成
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
日
常
生
活
に
お
け
る
言
語
・
知
識
技
能
の
習

得
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
推
進
し
つ
つ
、
障
害
の
あ
る
人
も
そ
の
家

族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
の
支
え

合
い
の
し
く
み
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

施
策
29
：
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。 

・
認
知
症
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
や
見
守
り
、

ま
た
単
独
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
増
加
に

伴
う
地
域
で
の
困
り
ご
と
へ
の
体
制
な
ど
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
医
療

施
策
30
：
保
険
税
の
収
納
対
策
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
医
療
費
の
著
し
い
増
加
に
伴
い
「
税
と
社
会
保
障

の
一
体
化
改
革
」
に
よ
り
、
国
保
運
営
の
都
道
府

県
化
が
平
成
30
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、

今
後
は
県
か
ら
示
さ
れ
た
保
健
事
業
費
納
付
金
額

を
保
険
税
収
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保

険
税
率
の
見
直
し
や
徴
収
率
の
向
上
・
医
療
費
適

正
化
対
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
策
31
：
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
充
実
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
高
齢
者
が
安
全
安
心
な
生
活
を
送
る
事
が
で
き
、

町
内
の
被
保
険
者
の
方
々
が
引
き
続
き
安
心
し
て

必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
運
営
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
保
健

事
業
を
推
進
し
、
医
療
機
関
と
連
携
し
て
重
症
化

予
防
や
未
受
診
対
策
、
重
複
・
頻
回
受
診
者
訪
問

支
援
な
ど
、
保
健
予
防
事
業
と
連
携
し
て
推
進
し

ま
す
。

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
子
育
て
支
援

施
策
32
：
保
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

・「
伊
仙
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
平

成
31
年
度
に
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
本
年
度
は
子

育
て
世
帯
向
け
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
東
部
地
区
へ
の
認
可
保
育
所
の
設
置
に
向
け

て
協
議
を
行
い
ま
す
。

施
策
33
：
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
乳
幼
児
健
診
の
機
会
を
利
用
し
、
子
供
の
成
長
発

達
に
つ
い
て
の
保
護
者
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま

た
、
保
育
園
や
学
校
、
教
育
委
員
会
、
医
療
機
関

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、一
人
ひ
と
り
の

特
性
や
家
庭
環
境
に
合
わ
せ
た
支
援
や
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

〈
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
〉
　
健
康
増
進

施
策
34
：
町
民
の
健
康
増
進
を
推
進
し
、
医
療
費
削

減
に
努
め
ま
す
。

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
高
齢
者
の
運
動

教
室
を
実
施
し
、
引
き
こ
も
り
・
運
動
不
足
・
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
個
々
に
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
方
が
参

加
で
き
る
場
を
提
供
し
つ
つ
、
利
用
者
の
体
力
に

合
わ
せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
健
康
運
動
指
導
士
が

作
成
し
指
導
す
る
様
に
努
め
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、Ｔ
Ｒ
Ｘ
と
レ
ッ
ド
コ
ー

ド
を
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
入
れ
新
し
い
運
動
教

室
の
提
供
。（
医
療
器
具
で
、
若
者
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
使
用
で
き
、リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
予
防
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
利
用
で
き
る
の
で
、幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
利
用
で
き
る
）
ヨ
ガ
な
ど
人
気
の
あ
る

種
目
も
取
り
入
れ
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
い

方
も
楽
し
く
参
加
で
き
る
教
室
を
提
供
し
会
員
増

加
に
努
め
ま
す
。

・
定
期
的
（
３
ヶ
月
に
1
回
）
に
外
部
か
ら
講
師
を

招
き
、健
康
・
運
動
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
教
室
の
提

供
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。

〈
環
境
・
観
光
分
野
〉
　
環
境
保
全
・
観
光
振
興

施
策
35
：
自
然
と
歴
史
に
触
れ
る
「
自
然
の
道
観
光

振
興
」を
推
進
し
ま
す
。 

・
奄
美
群
島
国
立
公
園
が
誕
生
し
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
た
国
際
自
然
保
護
連
合
の
視
察
も
終

え
、い
よ
い
よ
可
否
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

　

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
は
、
観
光
振
興
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
観
光
地
と
し
て

の
知
名
度
や
遺
産
価
値
が
向
上
し
、
国
外
か
ら
の

観
光
客
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

観
光
受
入
と
観
光
振
興
を
目
的
に
「
徳
之
島
観
光

振
興
計
画
」
の
策
定
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。一
方
、

観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
方
も
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
、
自
然
を
満
喫
す
る
た
め
に
必
要
な
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
や
自
然
の
中
を
歩
い
て

回
る
こ
と
の
で
き
る
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
の
整
備
や

集
落
の
街
並
み
や
自
然
景
観
に
つ
い
て
も
基
準
を

設
け
る
た
め
、「
景
観
計
画
」
を
策
定
し
、
遺
産
登
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録
を
目
指
す
地
域
と
し
て
持
続
可
能
な
観
光
地
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
大
切
で
す
。

・
環
境
負
荷
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
策
定
に
基
づ
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
低

減
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
向
け
た

遜
色
の
な
い
推
進
を
し
ま
す
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
・
観
光
資
源
・
生
活
環
境
を

保
全
・
保
持
し
、
豊
か
で
す
ば
ら
し
い
資
源
を
確

実
に
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
な
っ
た
か
ら
こ
れ

で
終
わ
り
で
は
な
く
、
長
く
続
く
ス
タ
ー
ト
と
し

て
自
然
を
保
護
し
ま
す
。

施
策
36
：
ネ
コ
対
策
と
し
て
、
ネ
コ
の
適
正
な
飼
い

方
を
推
進
し
ま
す
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

山
間
部
の
ノ
ネ
コ
対
策
を
環
境
省
が
行
っ
て
い
ま

す
が
、町
と
し
て
は
そ
の
発
生
源
対
策
と
し
て
、飼

い
ネ
コ
の
適
正
な
飼
い
方
や
不
妊
・
去
勢
手
術
、ノ

ラ
ネ
コ
へ
の
住
民
の
接
し
方
な
ど
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

施
策
37
：
町
内
の
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
、合
併
浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

・
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
区
域
の
水
質
汚
染
の
防
止

を
目
的
に
、
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
制
度

を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
単
独
浄
化
槽
を
撤
去
し
た

場
合
も
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

  

平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度
ま
で
循
環
型
社
会

形
成
推
進
地
域
計
画
（
５
か
年
）に
基
づ
き
、
年
間

60
基
を
設
置
し
て
合
計
３
０
０
基
を
町
内
に
設
置

し
ま
す
。

 

〈
教
育
分
野
〉
　
教
育
行
政

施
策
38
：
時
代
や
社
会
の
要
請
に
応
え
る
教
育
施

設
・
環
境
を
創
出
し
ま
す
。 

・
教
育
施
設
・
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
社
会
の

変
化
に
対
応
す
る
Ｉ
Ｔ
環
境
や
安
全
・
衛
生
環
境

整
備
に
向
け
、
有
識
者
や
地
域
代
表
者
な
ど
に
よ

る
整
備
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
、「
教
育
環

境
整
備
５
ヵ
年
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

小
規
模
校
の
整
備
に
際
し
て
、
学
校
施
設
へ
の
公

民
館
機
能
の
付
加
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

施
策
39
：
未
来
を
創
る
人
材
を
育
て
る
質
の
高
い
教

育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。 

・
教
育
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
た
め
、「
伊
仙
町
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
５
ヵ
年
計
画
」
を
策
定
し
、

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
授
業
展
開

に
寄
与
す
る
電
子
黒
板
や
そ
れ
に
付
随
す
る
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
及
び
児
童

生
徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
教
師
の
校
務
用
パ
ソ
コ

ン
や
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
に

繋
げ
、
児
童
生
徒
に
向
か
い
合
う
時
間
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

・
学
校
図
書
館
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
現
在
小

中
学
校
11
校
に
司
書
補
が
１
名
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
月
１
～
２
回
の
司
書
補
の
巡
回
で
は
、

図
書
館
の
環
境
整
備
や
読
み
聞
か
せ
等
読
書
活
動

の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
人
的
配
置

を
増
や
し
、
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、児
童
生
徒

が
訪
れ
た
い
図
書
館
環
境
に
す
る
た
め
の
備
品
整

備
に
努
め
ま
す
。

施
策
40
：
未
来
を
担
う
力
を
育
む
「
伊
仙
町
学
力
向

上
プ
ラ
ン
」を
推
進
し
ま
す
。 

・
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
漢
検
・
英
検
の

受
検
に
際
す
る
費
用
１
／
２
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
各
校
で
実
施
す
る
標
準
学
力
検
査
の
費
用
を
全
額

補
助
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
義
務
教
育
９
年
間
毎
年
実
施
し
、
結

果
分
析
を
行
う
こ
と
で
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
力

の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
法
の

検
討
に
生
か
し
、学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
町
内
の
学
力
向
上
推
進
協
議
会
の
体
制
の
見
直
し

を
図
り
、
行
政
・
学
校
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
未
来

を
担
う
子
ど
も
に
必
要
な
力
、そ
し
て
、町
内
の
教

育
環
境
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、町
内
の
研
究
体
制
を
見
直
し
、講
義
型
・
知

識
注
入
型
の
み
の
授
業
形
式
だ
け
で
な
く
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
見
ら
れ
る
授
業

の
実
現
に
向
け
、
個
々
の
職
員
の
力
量
を
高
め
ま

す
。

・
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
新
た
に
新
設
さ

れ
た
外
国
語
教
育
の
実
施
に
と
も
な
う
各
種
教
育

機
器
の
整
備
や
先
進
校
へ
の
職
員
派
遣
、
町
内
の

研
修
開
催
を
通
し
て
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

施
策
41
：「
幼
小
中
連
携
交
流
活
動
」
を
推
進
し
ま

す
。 

・
幼
・
小
・
中
間
の
交
流
、
幼
稚
園
相
互
、
小
学
校
小

規
模
校
相
互
の
交
流
活
動
の
際
の
交
通
手
段
を
確

保
し
、
児
童
生
徒
が
多
様
で
豊
か
な
経
験
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

施
策
42
：
心
を
育
み
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す
教

育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
各
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
施
に
際
し
て
、

可
能
な
支
援
を
行
い
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
徳
之
島
を
誇
り
、
愛
し
、
島
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
育
て

る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

・
心
を
担
う
道
徳
授
業
の
研
修
を
深
め
、
授
業
の
充

実
を
図
り
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
他
人
を
思

い
や
る
心
、
善
悪
の
判
断
な
ど
豊
か
な
心
の
土
台

と
な
る
道
徳
的
判
断
力
や
実
践
力
と
い
っ
た
道
徳

性
を
育
て
ま
す
。

・
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

各
校
の
就
学
指
導
委
員
会
、
町
教
育
支
援
委
員
会

に
お
い
て
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
た
話
し
合
い

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、引
き
続
き
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
確
保
及
び
人
員
の
充
実
及
び
指
定
の
特

別
支
援
教
室
の
整
備
を
推
進
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
好
奇
心
旺
盛
な
園
児
た
ち
の
充
実
し
た
園
生
活
を

支
え
る
た
め
三
幼
稚
園
交
流
会
実
施
の
支
援
や
環

境
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
預
か
り
保
育
」
を

実
施
し
、就
労
支
援
に
も
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

〈
教
育
分
野
〉
　
社
会
教
育

施
策
43
：
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
と
お
し
た
人
材
育
成
を

推
進
し
ま
す
。

・
小
中
学
生
を
対
象
に
未
来
創
生
課
と
連
携
し
、

様
々
な
分
野
の
経
営
者
や
銀
行
員
、
現
役
大
学
生

を
講
師
に
招
聘
す
る
こ
と
で
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の
視
野
を
広
げ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
３
年
生
及
び
高
校
生
に
は
東
大
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
双
方
向
的
学
習
を

行
い
、
学
校
外
で
の
勉
強
の
場
や
時
間
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

施
策
44
：
地
域
資
源
を
活
用
し
た
人
材
育
成
を
推
進

し
ま
す
。 

・
社
会
教
育
で
は
、
町
内
の
小
中
学
生
の
親
子
を
対

象
に
、
伊
仙
の
自
然
・
文
化
・
史
跡
な
ど
を
生
か
し

た
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
で
学
べ
る
場
の
提
供
を

図
り
、
多
く
の
子
ど
も
達
に
伊
仙
の
良
さ
に
触
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
そ
の
際
に
、講
師
に

地
域
の
人
の
活
用
を
図
り
、
町
民
誰
も
が
主
役
に

な
れ
る
場
の
提
供
も
図
り
ま
す
。
ま
た
、
体
験
活

動
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
達
に
伝
統
文
化
な
ど
を

継
承
し
て
い
く
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、人
材
育

成
の
場
づ
く
り
と
し
て
も
努
め
ま
す
。

施
策
45
：
競
技
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
社
会
体
育
で
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
及
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
体
育
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
連
携
を
図
り
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
の
積
極
的
活
用
を
図
り
、
継

続
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
、
競
技
力
向
上
や
町
民
の
健
康
促
進
・
体
力
向

上
に
努
め
ま
す
。

施
策
46
：
郷
土
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

・
文
化
財
で
は
、
奄
美
群
島
の
国
立
公
園
指
定
後
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
前
に
ひ
か
え
、
島
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
が
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
て
お

り
ま
す
。こ
う
し
た
情
勢
の
下
、近
い
将
来
に
は
観

光
客
や
移
住
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
島
の
皆
さ
ま

が
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
ら

れ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
地
域
に
残
る
さ
ま
ざ
ま

な
遺
産
の
本
質
的
な
価
値
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

施
策
47
：
公
民
館
活
動
及
び
読
書
活
動
を
推
進
し
ま

す
。 

・
公
民
館
で
は
、
区
長
会
に
て
、
全
世
帯
に
新
し
い

講
座
の
募
集
（
指
導
講
師
又
受
講
し
て
み
た
い
講

座
）
を
配
布
。
住
民
か
ら
意
見
・
情
報
を
聞
き
募

集
を
行
い
、
新
規
の
講
座
開
設
に
努
め
、
参
加
者

増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
に
公
民
館
図
書
室
を
活
用
し
て
の
本
の
読

み
聞
か
せ
や
、
学
校
へ
訪
問
し
て
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
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徳之島にecobike（エコバイク）ステーションが設置されました
　シェアサイクルサービスを全国で展開しているecobike株式会社（東京都千代田区：APAMAN株式
会社の子会社）が、徳之島３町にecobikeステーションを設置し、本格的な運営が始まりました。伊仙
町とAPAMAN株式会社は、2018年4月に包括連携協定を結んでおり、今回のステーション設置によっ
て、徳之島活性化への具体的な第１歩を踏み出しました。
　シェアサイクルとは、各箇所に設置されているステーションでの乗り捨てが可能であるため、利用
者の好きな時間、好きなタイミングで利用可能という利点があります。東京では、シェアサイクル
の普及が進んでおり、道路が混みがちな都心や観光地までの移動手段として、自転車をレンタルする
ケースが増えてきています。
　シェアサイクルの推進は、二酸化炭素の削減や渋滞緩和につながり、地域社会の貢献につながりま
す。国は、2017年に自転車活用推進法を施行しており、交通手段としての利便性だけでなく、環境に
優しい乗り物であることや健康増進への効果もあることから自転車の活用を推進しています。
　伊仙町内では、現在ステーションが５箇所設置されています。観光客だけでなく、住民の皆様も利
用が可能です。家族や友人とサイクリングを楽しむこともできますので、お気軽にご利用ください。
　中学生以下の子どもが利用する際は、ヘルメットの着用をお願いします。また、自転車の器物破損
やケガなどがないよう、十分ご注意ください。

【ecobikeサービスについて】
利用料金　15分60円　4時間以上一律1,000円となっています。

町名 設置場所

伊仙町 伊仙町役場

伊仙町 直売所百菜

伊仙町 サンライズシ―
（喜念浜コテージ）

伊仙町 民泊　幸ちゃん家

伊仙町 民泊　島じかん

町名 設置場所
天城町 天城町役場
天城町 ハウステル　レッドイン
天城町 天城町防災センター
天城町 ホテルサンセットリゾート
徳之島町 徳之島町役場
徳之島町 徳之島町保健センター裏駐車場
徳之島町 「みらい創りラボ」井之川
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　４月２９日、伊仙町瀬田海観光海浜公園で海びらきが開催されました。当日は、天候にも恵まれ、
大勢の来場者で賑わいました。最初に安全祈願の神事が行われ、消防署による海難事故における救命
救急に関する講話がありました。海は楽しいところであると同時に、危険な場所でもあると話をする
と子どもたちは、真剣な表情で話しを聞いていました。
　テープカットに続いて、宝さがし大会が始まると子どもたちは、我先にと砂浜に隠されたお菓子袋
を夢中で探していました。もうすぐ始まる夏休み期間中は、魚釣りや海水浴を楽しむ機会が増えま
すが、油断すると思わぬ事故やケガにつながることもあります。「海には、子どもたちだけで行かな
い。必ず大人と一緒に行くこと」を心掛け、思い出に残る楽しい夏休みを過ごしてもらいたいと思い
ます。

泉　重千代　翁三十三年忌祭
　5月４日金曜日、泉　重千代　翁　三十三年忌
祭（同実行委員会主催）が阿三集落の居宅跡地に
て、執り行われました。当日は、多くの参列者が
来場し、故人を偲びました。会場には、資料展示
室が設けられ、当時の貴重な写真や資料が展示さ
れ、泉　重千代　翁が当時食べていたとされる料
理が再現されていました。
　来賓者による慰霊の言葉では、「長寿世界一と
なった泉　重千代　翁によって、長寿の町として
全国的に知られることになり、今後も健康長寿の
町として発展することを祈念しています」と述べ
られました。参列者による玉串しや献花が行われ
式典は終了しました。式典終了後に引き続き交流
会が催され、地元集落による余興などが行われ、
交流を深めました。

夏の到来を告げる海びらき
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　３月３１日（土）から２日間に渡って、「ファイテンカップ第３０回記念西日本選抜小学生バレー
ボール新人大会」が、奈良県で開催されました。大会には、女子５２チーム、男子・混成３９チー
ムが出場し、鹿児島県代表として、男子・混成Ｂ級に阿権スポーツ少年団が出場しました。「堅守一
撃」をモットーに、チーム一丸で粘り強く拾うバレーを展開し、大きな大会でも全員が臆することな
くプレーした結果、準優勝に輝きました。
　全校児童１９名の小さな学校で少ないメンバーながらも、日々努力を積み重ねてきたことが準優勝
という結果に結びついたと思います。次は、全国大会出場を目指していきたいということで、阿権ス
ポーツ少年団の挑戦は、これからも続きます。

第４４回伊仙町スポーツ少年団交歓大会結果報告！
　５月１３日（日）に伊仙町スポーツ少年団大会が開催され、軟式野球競技２チーム、サッカー競技２
チーム、バレー競技９チームが出場し、各会場にて熱戦が繰り広げられました。結果は下記の通りです。

○軟式野球競技 ○バレーボール競技(Ａブロック)
優勝 面縄レッドソックス 優勝 阿権スポーツ少年団
２位 伊仙野球スポーツ少年団 ２位 伊仙スポーツ少年団

３位 犬田布スポーツ少年団
○サッカー競技 ○バレーボール競技(Ｂブロック)

優勝 伊仙サッカースポーツ少年団 優勝 伊仙スポーツ少年団
２位 犬田布サッカースポーツ少年団 ２位 喜念スポーツ少年団

３位 面縄スポーツ少年団

　軟式野球競技で優勝した面縄レッドソックスは６月２日に行われた南三島大会に出場しました。そ
の他に、バレー競技、サッカー競技、剣道競技、空手競技、相撲競技、水泳競技は７月にある地区ス
ポーツ少年団大会に出場します。皆様のご声援よろしくお願い致します。

阿権スポーツ少年団快挙！準優勝に輝く

面
縄
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

阿
権
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

伊
仙
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B

伊
仙
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
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　５月１１日、公民館講座開講式が伊仙町中央公民館で行われました。本年度は、公民館講座、自主
講座などを合わせると、４１講座に延べ３６５人の受講登録がありました。オープニングでは、伊仙
十色会による「島朝花」が披露されました。また、受講生を代表して義岡　明雄さんは、「毎年楽し
く学んでおり、ふれあいを大切にしながら、一緒に頑張りましょう」と意気込みを語りました。

　5月４日金曜日に、上面縄生活館で第１回OCKプロジェ
クト「幸せの種を広げるアート展＆癒し展」が開催されま
した。OCKは、「面縄コミュニティ　キラキラプロジェク
ト」を表現しており、女性の力で地域が元気になり、幸せ
の種が広がることを願いに込めているそうです。
　屋外では、徳之島コーヒーやスムージーなどが販売され
ており、館内では、写真や絵画をはじめとして多くの作品
が展示され、興味深そうに作品を鑑賞する来場者で賑わっ
ていました。
　主催者は、「集落の方々や様々な分野で活躍されている
方々の協力があり、今回のアート展を開催することができ
ました。この企画を通して、地域が元気になって、もっと
交流の輪が広がると嬉しいですね。次回以降の開催につい
ても考えていきたいです。」と抱負を述べていました。

平成３０年度公民館講座開講式

第１回OCKプロジェクト「幸せの種を広げるアート展＆癒し展」

　喜念浜は、島の最南端に広がる砂丘地帯で、島内有数の観光地として来訪者が訪れており、キャン
プなど憩いの場としても利用されていますが、今回ボランティア活動の一環として４月１３日(金)に徳
之島高等学校の生徒の皆さんが清掃活動を行いました。

　同校では「敬愛・向学・共生」を教育目標として掲
げており、毎年島内各地でボランティア活動を行って
おります。清掃活動に御協力を頂きました徳之島高等
学校の皆さん、有難うございました。

「鹿児島県立徳之島高等学校」によるボランティア清掃
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伊仙町地域さわやかサロン交流会

平成３０年４月１日付けで１０名の職員が採用されました。
５月号に引き続き、紹介いたします。

伊仙町役場新規採用職員の紹介

建設課

前
まえ

田
だ

　拓
たく

郎
ろう

　この度、新規採用
職員として建設課に
配属になりました。建
設、建築事業や住宅
管理等の業務があり
ますが、一日でも早く
仕事を覚えて、日々の
職務に全力で取り組
み、伊仙町発展に少
しでも力添えできるよ
う努めて参ります。

きゅらまち観光課

清
し

水
みず

　沙
さ

也
や

加
か

　徳之島の世界自然
遺産登録を目指して、
きゅら（美しい）町
として、不法投棄撲
滅など、さらに素晴
らしい伊仙町になれ
るよう、日々向上心
を持って業務に取り
組んで参ります。

きゅらまち観光課

津
つ

川
がわ

　恭
きょうへい

平
　きゅらまち観光課
で、今までの経験を
活かし、しっかりと
勉強を積み重ねて、
早く伊仙町、そして
町民の皆様のお役に
立てるよう、頑張り
ますので宜しくお願
い致します。

水道課

本
ほん

田
だ

　哲
あき

信
のぶ

　９年ほど島から離
れていましたが、昨
年阿権集落に定住促
進住宅が建設された
のを機に家族４人で
帰ってきました。初
めての職種であり、
覚えることが多々あ
りますが、伊仙町発
展のため一生懸命頑
張ります。

保健福祉課

福
ふく

島
しま

　春
はる

香
か

　この度、保健福祉
課に配属になりまし
た。職員としての自
覚を持って、一生懸
命職務に取り組んで
参りますので、御指
導よろしくお願い致
します。

　６月２２日に、伊仙町総合体育館において、伊仙町地域さ
わやかサロン交流会が開催され、町内各集落から約350名が
参加しました。交流会では、島口ラジオ体操や介護予防体
操、椅子に座りながら体を動かす運動をしました。続いて、
各集落（西目手久、西伊仙東、馬根、東阿三）による事例発
表が行われました。
　東阿三集落の事例発表では、これまで一人暮らしで、周囲
との関わりが少なく日常生活で不安を感じる声があったそう
ですが、自主サロンの立ち上げによって、徐々に参加者が増
え始め、みんなで食事を行い、島めぐりをするなど交流を通した楽しみが生まれ、集落行事への参加
や小学生との異世代間の交流機会が増えた結果、明るく前向きな高齢者が増えてきたそうです。
　また、西伊仙東集落の事例発表では、棒踊りが披露されるなど、集落の特色を生かした取り組みが
発表されました。交流会の後半では、ハーモニカ演奏に合わせ参加者全員で歌ったり、ワイド節を
踊ったりしながら交流を深めていました。
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伊仙町のみなさん、こんにちは。伊仙町
地域おこし協力隊員の宮出博史です。
東京渋谷区　国連大学で開催された、

「東京コーヒーフェスティバル」(日本最大級
のコーヒーの祭典)と名古屋ラグーナテンボス
で開催された「音楽と食のイベント・森、道、
市場」へ、ゲスト参加してきました！
　東京コーヒーフェスティバルでは、徳之島の
コーヒー副産物を使ったお茶や、ハーブティー
といった、新しく開発したお茶を、来場した方
に振る舞い、その様子をＴＢＳラジオ「安住伸
一郎の日曜天国」で放送していただきました。
来場して頂いたお客様にも大変好評でした！
　続く、「食と音楽のイベント・森、道、市
場」では、サカナクションの山口一郎さんと
のコラボ企画で、バリスタ日本チャンピオンの
野里史昭さんと一緒に、徳之島の黒砂糖やコー
ヒーチェリー、グァバジュースを使ったスペ
シャルドリンクを提供してきました！会場のみ
なさんに、大変好評で、是非徳之島に行ってみ
たいとの声を多数いただきました。伊仙町　地
域おこし協力隊として伊仙町の魅力をどんどん
アピールしていきたいと思います！

皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の加川です。暑い
日が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
　現在、伊仙町役場で眠っている写真の年代や場所など

の情報を整理しておりますが、町民の皆様のご自宅にあるかも
しれないということで、先日、阿権の平さんより眠っていたア
ルバムをお借りしました。家族写真やお友達との写真、行事な
どたくさんの思い出の写真の中に、よく見ると、昭和12年の犬
田布小学校の写真を発見しました。81年前の写真です。薄くな
り、見えづらいかもしれませんが、奉安殿の前に並ぶ子ども達
の姿が確認できます。
　現在、伊仙町では鹿浦小学校で奉安殿を見ることができます
が、この写真をみると奉安殿がどのような存在だったのかと考
えさせられます。また、今回平さん宅で見つかった昔の写真
を、町内・町外の方にも見ていただこうということで、7月14
日・15日に阿権の築100年以上の平屋敷にて写真展の開催を予
定しています。
　伝統的な建物や庭・外壁など、写真と併せて見ていただく
と、長い歴史を感じていただけるかと思います。約80年前の平
屋敷や戦前と思われる鹿浦小学校など数十点の写真を展示する
のに併せて、フリーマーケットなどのイベントも集落の方々が
開催しますので、お誘い合わせの上、ぜひお越しください。

伊仙町地域おこし協力隊
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総務課からのお知らせ

伊仙町では、新たな情報伝達手段として、携
帯電話、パソコンへ電子メールで、町からの
様々な情報を配信する「伊仙町防災情報メー
ル」を運用中です。
「伊仙町防災情報メール」にご登録いただく
と、防災情報をはじめとした、町からの情報
を迅速に受け取れるようになります。
使用料は無料ですが、メール１通あたり１～
２円のパケット通信料がかかります。
登録方法は右の「登録手順」を参照くださ
い。
町公式ホームページ内にも登録手順書が掲載
されています。

登録手順
携帯電話からの登録方法

1.　下記のＵＲＬに空メールを送りましょう。
※空メール送信の方法については、お持ちの携

帯電話の説明書に従って下さい。
bousai.isen-town@raiden.ktaiwork.jp

 
2.　数分以内に登録用ＵＲＬが記載されたメー

ルが届きますので、ＵＲＬをクリックし本登
録へ進んで下さい。

3.　ユーザー情報登録にて配信情報を選択し、
次へ を押します。設定内容の確認画面にて
登録 を押し、登録完了です。

利用登録の注意点
※迷惑メール対策をしている場合はメー
ルを受け取れない場合があります。
@raiden.ktaiwork.jpからのメールを受
信可能なように設定してください。

防災防犯情報
・避難勧告・土砂災害情報・不審者情報・消費者保護情報
・行方不明者情報・通行止め情報・感染症情報　など

一般情報（次の中からいくつも選べます）
●農林漁業情報（農業・畜産・林業・漁業等）●生活環境情報（断水・ゴミ・
ペット・ハブ等）●子育て支援情報（子どもの健診・予防接種・保育所入所申請
等）●介護福祉情報（障がい福祉・高齢者福祉等）●健康づくりに関する情報
（保険証・医療等）●各種イベント情報（お祭り・講演・講話等）●各種相談所
開設情報（年金相談・心配事相談等）●各種月間・週間情報●その他情報（選
挙・議会・採用試験等）

伊仙町防災情報メール
携帯電話等で情報を受け取るシステムです！

【お問い合わせ】伊仙町役場　総務課　
ＴＥＬ：０９９７－８６－３１１１
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未来創生課からのお知らせ

〈刈払機を使用する際の注意点〉
①ヘルメット，保護メガネや防振手袋など，保護具を必ず装着し，事前に機器の点検を行っ

てから作業しましょう。
②作業をする前に小石や枝，硬い異物などを除去し，１５m以内に人がいないか確認をして

作業しましょう。
③障害物や地面などにぶつかっておきる刈刃の跳ねに注意しましょう。
④刈刃に詰まった草や異物を取り除く際は，必ず機器を止めてから行いましょう。

刈払機（草刈機）使用中の事故にご注意ください。

総合消費料金未納分訴訟最終通知書
管理番号（わ）２５１

この度、貴方の未納されました総合消費料金について、契約
会社及び、運営会社から、訴訟申し入れされたことを本状にて報告いたします。

下記に設けられた、裁判取り下げ最終期日までにご連絡なき場合、管轄裁判所から裁判日
程を決定する呼出状が発行され、記載期日に指定の裁判所へ出廷となります。
尚、裁判を欠席されると相手方の言い分通りの
判決が出され、執行官立会いのもと、あなたの給料、財産の差し押さえ等の恐れがござい
ますので、十分ご注意ください。

民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関しましては
当センターにて承っておりますので、下記窓口へお問い合わせください。
尚、個人情報保護の為、ご本人様からご連絡頂きますようお願い申し上げます。

取り下げ最終期日　　平成３０年○月○日

民事訴訟管理センター
東京都千代田区霞ヶ関３丁目１番７号
消費者相談窓口　０３－６７３２－０４７４
受付時間９：００～１８：００（日・祝日を除く）

ご注意ください！ 架
空
請
求
ハ
ガ
キ
は

サ
ギ
の
手
口
で
す
！

絶対に
連絡は

しない
！

だまさ
れる入

り口で
す。

☆消費者ホットライン：１８８（いやや）局番なし
☆警察総合相談：＃９１１０
☆大島消費生活相談所：０９９７-５７-７２２６
☆伊仙町役場窓口
　　　　　未来創生課：０９９７-８６-３１１１
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ほーらい館からのお知らせ
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サイズ数に限りがござい
ますので、お早めにお買
い求めくださいませ。
今から、夏に向けてﾌﾟｰﾙ
に通いたい方!お勧めで
す★

■　バス運休案内
ほーらい館休館日（毎週月曜
日）、町民体育大会日、大晦
日、元旦、臨時休館日、台風
時、その他 ご不明の場合は下
記までお問い合わせください。

■　ほーらい館送迎バス利用
条件　ほーらい館・百菜・役
場・Ａコープご利用の場合も
ご乗車できますがほーらい館
発着となります。途中下車は
できません。

ほーらい館からのお知らせ
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水道課からのお知らせ

会計課からのお知らせ

社会教育課からのお知らせ

８／１は水の日　８／１～７は水の週間 
　暑い夏、8月は一年で水の使用量が最も増える月です。
　その最初の一日（8／１）を「水の日」、8／1～８／７を「水の週間」とするこ
とが昭和52年の閣議了解により定められました。
　今、気候変動や施設の老朽化など、いろいろな問題が私たちの水づかいに影響を
及ぼそうとしています。「水環境」が健全であることで、水がめぐる先々で豊かな
めぐみが、もたらされます。
水の日・水の週間には、水の貴重さや大切さを考えてみませんか？

  水道料金納付は期日内に！！ 
　水道料金の支払い方法は金融機関の預金口座から自動引き落としができる便利な口座振替をご利用く
ださい。
　再三の督促状送付に応じない方や分納誓約を守られてない方がいます。
　「みんなの水」です。悪質な滞納者は順次、給水停止処分を行います。

公金のお支払方法について
　払込用紙による公金お支払は役場会計課窓口の他、下記の窓口でもお支払が可能です。
　・JAバンク（あまみ農業協同組合） ・ゆうちょ銀行 ・鹿児島銀行 
　・奄美信用組合 ・奄美大島信用組合 ・ろうきん（九州労働金庫） 
　また、預金口座からの引き落としが便利です。詳細は、会計課までお問い合わせください。

引き落としが可能な公金 引落可能な金融機関
市町村県民税 JAバンク（あまみ農業協同組合）
固定資産税 ゆうちょ銀行
国民健康保険税 鹿児島銀行
保育料 奄美信用組合
住宅使用料 奄美大島信用組合
水道料、軽自動車税、介護保険料 ろうきん（九州労働金庫）

平成３０年度「いせん寺子屋」始まります
趣旨：「いせん寺子屋」では、子どもたちが未来に夢を持ち、徳之島に誇りを持って、将来活躍できる

人材に育ってもらうためにヒントを与えます。今年度は、プロスポーツ選手や、大分で生まれ育
ち、公立学校を卒業してハーバード大学へ現役合格、首席卒業をした方、ウェブデザイナー、ミ
ステリー大賞を取った小説家など、普段お会いすることのできない様々な職種の方々と出会い、
ワークショップをする予定です。
　第１４回eラーニング大賞を取った英語アプリ開発者をお呼びし、タブレットをお貸しして独
学で英語を学べるシステムも作りますので、ぜひお申し込みください。

実施期間：平成３０年６月３０日（土）～平成３１年３月１６日（土）
開講日時：平成３０年６月３０日（土）１３：３０～１７：００
第１回目：「プロサッカー選手になるには」　結城　耕造　氏
　　　　　　　（元ジェフ市原・ドイツデュッセルドルフ）
場　　所：伊仙町農業支援センター
問合せ先：伊仙町教育委員会社会教育課　(０９９７－８６－４６５３)
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きゅら町観光課からのお知らせ
浄化槽を設置されている方へ　浄化槽定期検査受検のお願い 

　浄化槽は私たちの生活から排出された汚水を浄化し、きれいな水にして流すことができる装置
です。そのため、業者に委託して行う「保守点検」と「清掃」をきちんと行い、水質に関する
「法定検査」を受けることが義務付けられています。
・定期検査（浄化槽法第１１条）
　浄化槽の保守点検及び清掃が適正に行われているか、また適正に使用され浄化槽の機能が正常
に維持されているかを検査し、併せて浄化槽から放流される水が基準以下のきれいな水になって
いるか、処理水を持ち帰り詳しい水質検査（ＢＯＤ）を実施します。不適事項があれば、行政及
び関係者が状況を把握するとともに早期にそれを是正することを目的にしています。
　　※BOD(生物化学的酸素要求量)とは水の汚れの程度を表す指標です。合併処理浄化槽は

20mg/L以下という基準が定められています。
・検査料金（一般家庭５人槽～１０人槽）

内容 人間でいえば… 自動車でいえば…

保守点検 機能を保つためのメンテナンス作業
（消毒薬の補充、モーターの点検等） 日常の健康管理 ガソリン補充やオイ

ル交換

法定検査 維持管理状況及び放流される処理水の水質
検査（BOD） 定期健康診断 車検

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査 4,000 円 6,000 円

　検査対象となった浄化槽(設置年度ごとに対象としています) については事前に指定検査機関か
ら日程通知がありますので必ず受検していただきますようお願いします。
問い合わせ先
鹿児島県知事指定検査機関
（公財）鹿児島県環境保全協会 ℡ ０９９－２９６－９０００
 http://www.kagoshima-kankyou.or.jp/
鹿児島県生活排水対策室 ℡ ０９９－２８６－３６８５
徳之島保健所 ℡ ０９９７－８２－０１４９
伊仙町きゅらまち観光課 ℡ ０９９７－８６－３１１１

不法投棄は法律で禁止されています
　伊仙町では日々の監視パトロールや防止看板の設置などをして不法投棄防止に努めています
が、不法投棄はあとを絶ちません。海岸付近に木材や腐れたジャガイモが大量に捨てられていま
す。これから暑さが厳しくなると異臭を放ち、害虫の発生などを引き起こしますので絶対にやめ
ましょう。もしも不法投棄をしている人や不法投棄物を発見した場合には、きゅらまち観光課ま
で連絡をお願い致します。　



広　報　い　せ　ん平成30年7月（335） （18）

徳之島地区消防組合からのお知らせ

海上保安部からのお知らせ

「甲種防火管理新規講習会」開催
　徳之島地区消防組合ではこの度、消防法第８条に規定する防火管理者としての「資格」を取得
するため『甲種防火管理新規講習会』を下記のとおり開催することとなりました。
１．講習種別
　　『甲種防火管理新規講習会』
２．開催日時
　　平成３０年７月２６日（木）・２７日（金）２日間
　　１日目：９時～１６時
　　２日目：９時～１６時３０分
　　（両日とも受付は、８時３０分からになります）
３．会場
　　建設業協会徳之島支部（建設会館）
　　徳之島町亀津７４６０番地
４．受講料
　　４，０００円（テキスト代・他諸経費）
５．申込期間
　　平成３０年６月１日（金）～７月１１日（水）
　　※ただし、会場の都合により定員６０名になり次第締め切ります。

海の事故ゼロキャンペーン
　奄美群島では、経済・社会及び島民生活の安定向上のために海上輸送活動が極めて重要であ
り、かつ活発です。一方、周辺海域では漁業活動や釣り・遊泳のほか各種マリンレジャーも盛ん
に行われ、これらに関係する事故も多発・多様化しています。ひとたび海での事故が発生すれ
ば、生活等に与える影響は計り知れないものがありますので、海運・漁業・レジャー等の海事関
係者だけではなく、皆さん一人一人が海の事故防止について考え、声をかけ合っていただきたい
と考えています。
　これらのことから、「海難ゼロへの願い」をスローガンとして、７月１６日から３１日まで
「海の事故ゼロキャンペーン」を実施します。

○船舶を操船される方は、発航前点検や常時適切な見張りを徹底して下さい。
○遊泳等で海に行かれる方は、離岸流や天候等に注意し、体調管理を怠らないようお願いし

ます。
○ライフジャケットの着用、連絡手段の確保、１１８番の活用（自己救命策の確保）をお願
いします。

【お問い合わせ先】奄美群島地区海難防止活動推進連絡会議
（事務局：奄美海上保安部）０９９７‐５３‐５５６９

【お問い合わせ先】
徳之島地区消防組合
本部・本署　０９９７-８３-３１６０
天城分遣所　０９９７-８５-３９７３
伊仙分遣所　０９９７-８６-３９９０
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社会福祉法人 南恵会からのお知らせ

（８時３０分〜１７時１５分）
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九州電力からのお知らせ

台風時の停電情報をチェック！台風時の停電情報をチェック！

台風時の停電に備えましょう！
九州電力からのお知らせ

●強風で飛ばされるおそれがあるものは、あらかじめしっかり固定しましょう。
●普段から分電盤の位置を確認しておきましょう。通常、分電盤は玄関・台所・脱衣所・
廊下等の上部に設置されています。

台風による停電時には、電話がつながりにくくなることがあります。
台風時の停電情報は当社ホームページでもご確認いただけます。 

携帯ラジオ
飲料水
携帯電話の充電器（電池式）
ため水（生活用水）

懐中電灯
乾電池

停電時に必要なもの（例）停電への備え停電への備え

災害が起きたら災害が起きたら

詳細は裏面のURLを
参照してください。

お問い合わせ先
□の部分に下の数字をダイヤルしてください。電話 0120-986-□□□

ご不明な点がございましたら、下記連絡先へご連絡ください。

当社とご契約のお客さま

電話 0120-986-306 （送配電コールセンター）当社以外の電力会社とご契約のお客さま
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205
206
207
208
209
210
211

福 間
福岡東
福 岡
福岡西
福岡南
甘 木
久留米
八 女
大牟田
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101
102
103
104
105

小 倉
八 幡
行 橋
飯 塚
田 川

北九州
501
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503
504
505
506

中 津
日 田
別 府
大 分
三 重
佐 伯

大  分
201
202
401
402
403
404
405
406

対 馬
壱 岐
平 戸
佐世保
大 村
島 原
長 崎
五 島

長  崎
601
602
603
604
605
606
607
608

玉 名
大 津
熊本西
熊本東
宇 城
八 代
天 草
人 吉

熊  本
801
802
803
804
805
806
807
808

出 水
川 内
霧 島
鹿児島
加世田
鹿 屋
熊 毛
奄 美

鹿児島
701
702
703
704
705
706

延 岡
日 向
高 鍋
宮 崎
都 城
日 南

宮  崎
301
302
303
304

唐 津
鳥 栖
佐 賀
武 雄

佐  賀

停電！
近所も
停電して
いる場合

近所は
停電して
いない場合

下図の
ブレーカー操作に
ご協力ください。

付近一帯で停電が
発生しています。
早期復旧に努めますので
しばらくお待ちください。

まず、近所を
ご確認
ください。

携帯電話版ホームページ
パソコン版ホームページ

台風など大規模な非常災害時には

停電情報をお知らせしています。
（裏面をご参照ください）

や

で

切れた電線は感電のおそれが
あり大変危険です。絶対に触ら
ず九州電力へご連絡ください。

傷ついたり、水につかった
電気器具、コードは漏電や
火災の原因となります。
必ず電気店などで点検ください。

！

！
（注）集中豪雨時等もご注意ください。

入

《分電盤》
A

A

B
C

リミッター
（電流制限器）
漏電遮断器
ブレーカー

A

B
C

リミッター、
ブレーカーが
切れている

A
C

漏電遮断器が
切れている

B

操作❶

をすべて「切」にするC

操作❷

漏電遮断器のつまみ
を一度完全に下げて
から上に上げる
注：漏電遮断器に復帰ボ
タン（黄色又は白色）が
ある場合は、ボタンを押
してから上に上げる。

操作❸

　を1つずつ「入」にする
①「入」にする途中、　が切れたら、
　そのスイッチは「切」※にする
②再度　　　 を行った上で、①で「切」※にした
　スイッチ以外のスイッチを「入」にする
　（これで漏電の恐れのある部分以外は、電気が
　使えるようになります）
※①で「切」にしたスイッチの回路は漏電している恐れがある
ので、保守センターまたは電気工事店にご相談ください。

C

B

操作❷

操作

、　 を「入」にするA C

　は九州電力設備
　　 はお客さま設備となります。B C

電気
が      　ついた！

入

入入 入入 入入 入入

入入 入入 入入 入入

停電時の確認方法

○リミッターがスマートメーターに内臓されているご家庭でリミッターが切れた場合、10秒後に自動で再点灯しますが、その後も繰り返し電気が消えると再点灯できなくなる
　場合があります。その際は下記お問い合わせ先にご連絡ください。
　また、ブレーカー等を操作しても停電が解消されなかったり、操作がよくわからない場合等も下記お問い合わせ先にご連絡ください。
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交通遺児育英会からのお知らせ
平成30年度奨学生の募集について

　（公財）交通遺児育英会の奨学生募集には、進学前に奨学金の貸与を予約する予約募集
と、進学後に申し込む在学募集があります。

記

（1）すべての奨学生に共通の応募資格
　保護者等が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡したり、重
い後遺障害のために働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生であること。応募者
が生まれる前に保護者が後遺障害となった場合も含みます。（申込時25歳までの
人）

※本会の規定する後遺障害とは、自動車損害賠償保障法施行令別表第1及び別表第
2の第1級から第7級までの障害です。（身体障害者福祉法の第1級から第4級がほ
ぼこれに相当します）

（2）学校別応募資格等
①　高等学校·高等専門学校奨学生

応募資格：在学応募；現在、高校・高専に在学している生徒。
予約応募；平成31年4月に高校・高専に進学予定の中学3年生。

採用方法：書類審査の上、会長が決定する。
募集期限：在学募集；平成31年1月31日。

第1次予約募集；平成30年8月31日。第2次予約募集；平成31年1月
31日。

②　大学・短期大学奨学生
応募資格：在学応募；現在、大学・短大に在学している学生。

予約応募；平成31年4月に大学·短大に進学予定の者。
採用方法：書類審査および奨学生選考委員会の選考を経て会長が決定する。
募集期限：在学募集；平成30年10月31日。

第1次予約募集；平成30年8月31日。第2次予約募集；平成31年1月
31日。

③　大学院奨学生
応募資格：在学応募；現在、大学院に在学している学生。

予約応募；平成31年4月に大学院に進学予定の者。
採用方法：書類審査および奨学生選考委員会の選考を経て会長が決定する。
募集期限：在学募集；平成30年10月31日。

第1次予約募集；平成30年8月31日。第2次予約募集；平成31年1月
31日。

公益財団法人　交通遺児育英会
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-1 平河町ビル3F

電話03ー3556-0773(直通）0120-521-286(フリーダイヤル）
（受付時間：9:00~17:30 土、日、祝祭日、本会の休業日を除く）

ホームページアドレス　http://www.kotsuiji.com
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税務署からのお知らせ

ハローワーク名瀬からのお知らせ
事業主の皆様へ　高卒・大卒求人の申込みはお早めに

　高等学校の平成３１年３月卒業予定者を対象とした求人（高卒求人）の申込み受付が昨年
より６月１日から開始されています。優秀な人材を確保するには、求人申込みを早めに行う
ことが重要です。次代を担う若い人材が、地元の支えとして活躍できるよう、早期の求人申
込みにご協力ください。また、大学・専門学校等の平成３１年３月卒業予定者を対象とした
求人（大卒求人）も現在受付中ですので、ぜひご検討ください。

高卒・大卒求人についてのお問い合わせ先
ハローワーク名瀬　電話　０９９７－５２－４６１１

平成31年（2019年）10月1日から
消費税の軽減税率制度が実施されます

詳しくは、最寄りの税務署にお尋ねください。
税務署（電話 0997-52-4321）※自動音声案内

自宅からネットが便利　申告・納税　e-Tax
　「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」では、自宅やオフイス、税理士事務所などからインターネッ
トを利用して、国税に関する各種手続（①所得税（及び復興特別所得税）、法人税・地方法人税（及び復
興特別法人税）、贈与税、消費税及び地方消費税、酒税、印紙税の申告、②全ての国税の納税、③納税
証明書の交付請求及び法定調書の提出などの申請・届出等）ができます。
　なお、電子署名を必要としない一部の手続等（納税、メッセージボックスの確認、利用者情報の登
録・確認・変更等）については、スマートフォン等でもご利用になれます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.ip 又は 検索e-Tax  をご覧ください。

税務署（電話 0997-52-4321）※自動音声案内

　平成31年（2019年）10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が8%から10%に
引き上げられ、同時に消費税の軽減税率制度が実施されます。

軽減税率（8％）の対象品目
　飲料食品とは、食品表示法に規定する食品（酒類を除きます。）をいい、一
定の一体資産を含みます。
　外食やケータリング等は、軽減税率の対象品目には含まれません。
　軽減税率の対象となる新聞とは、一定の題号を用い、政治、経済、社会、文
化等に関する一般社会的事実を掲載する週2回以上発行されるもので、定期購読
契約に基づ＜ものです。

飲料食品

新　　聞

売上げや仕入れについて、取引ごとの税率により区分経理を行
うことや、区分記載請求書等を交付する必要があります。

仕入れ（経費）について、取引ごとの税率により区分経理を行
う等の対応が必要となります。

課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の交付を求め
られる場合があります。

全
て
の
事
業
者

飲料食品の売上げ・仕入れの
両方がある課税事業者の方

飲料食品の売上げがなくても、飲料食品
の仕入れ（経費）があり課税事業者の方

免税事業者の方
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伊仙町商工会の窓

※伊仙町商工会の窓では，商工会加盟店の広告を掲載しております。掲載希望の商店は，伊仙町商工会（0997-86-2390）までお問合せ下さい。
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子宝日本一の町 わが町のアイドル

いつも笑顔のカワイイとっくん♡
その笑顔で皆を幸せにしてね。

吉
よし

見
み

　柊
と う

璃
り

 くん
(0歳6か月）

戸籍の窓
お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて、写真を未来創生課広
報係までお持ち下さい。

お問い合せ先　伊仙町役場　未来創生課　
TEL 86-3111（内線 27）

香
典
返
し
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付

人口の動き
（30年5月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口=6,765
　男　=3,434
　女　=3,331
世　帯=3,509

出　生=5
死　亡=12
転　入=76
転　出=13

里
　
　
詩し
い

菜な

　
貴
　
大
　
東
犬
田
布

重
　
　
親ち
か

佳よ
し

　
克
　
樹
　
馬
根

前
田
　
宇う

槻づ
き

　
進
　
介
　
西
伊
仙
東

野
島
　
颯そ
う

太た

　
幸
一
郎
　
河
地

義
岡
　
結ゆ
い

華か

　
友
　
和
　
下
検
福

富
岡
　
力り

輝き

　
太
　
助
　
下
検
福

大
江
　
恵め
ぐ

友と

　
恵
　
太
　
馬
根

○
東
伊
仙
東

池
　 

薫
さ
ん

（
亡
　
池
　
　
ハ
ル
さ
ん
）

満
91
歳

○
目
手
久

安
田 

修
さ
ん

（
亡
　
安
田
　
節
子
さ
ん
）

満
91
歳

○
喜
　
　
念

元
山 

富
子
さ
ん

（
亡
　
元
山
　
吉
徳
さ
ん
）

満
67
歳

○
西
伊
仙
東

平
山 

八
重
子
さ
ん
（
亡
　
平
山
　
信
成
さ
ん
）

満
96
歳

○
小
　
　
島

宮 

久
子
さ
ん

（
亡
　
直
　
　
益
枝
さ
ん
）

満
91
歳

○
東
伊
仙
東

森 

キ
ヨ
子
さ
ん

（
亡
　
森
　
　
浩
吉
さ
ん
）

満
69
歳

○
阿
　
　
三

坂
元 

百
宏
さ
ん

（
亡
　
坂
元 

タ
ケ
子
さ
ん
）

満
83
歳

○
東
目
手
久

松
尾 

美
穂
子
さ
ん
（
亡
　
松
尾
　
和
樹
さ
ん
）

満
68
歳

○
東
伊
仙
東

為 

留
美
子
さ
ん

（
亡
　
為
　
征
四
郎
さ
ん
）

満
67
歳

○
阿
　
　
三

穂
積 

義
隆
さ
ん

（
亡
　
穂
積
　
ケ
イ
さ
ん
）

満
91
歳

○
西
伊
仙
東

琉
子 

義
弘
さ
ん

（
亡
　
琉
子
　
ヤ
ス
さ
ん
）

満
101
歳

○
喜
　
　
念

元
田 

光
夫
さ
ん

（
亡
　
元
田
　
正
子
さ
ん
）

満
86
歳

氏
　
名

出
身
地

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

迫
田
　
英
樹
　
　
崎
原

源
　
ま
す
み
　
　
糸
木
名

（


